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年金受給の成熟度を示すとされている加入者と受給者の比率は、ファイザーの企業年金で

は若干受給者の比率が高くなってきているが、ほぼ加入者 3.0 人に対して受給者 1 人の割

合であり、健全であるとのことでした＜以下のスライド参照＞。 

 

 基金の資産運用収益は長期的に給付資金を確保していくために大変重要な要素になりま

す。投資環境やマネージャー（委託運用機関）の状況も大きく変化しますので、およそ 3 年

程度の期間で見直しを行っています。Ｈ26 年度は株高と円安などにより好調に推移したと

のことでした＜以下のスライド参照＞。 



 

資産運用状況を 5 年平均でみるとすべての年度で他企業基金の平均を上回っており＜スラ

イド参照＞、これを 10 年平均で見るとさらに広がっているとのことでした。 

 

なお、５年平均収益率で全国企業中トップであるとして専門誌に紹介されました＜以下の

スライド参照＞。 

 

 最後に基金からのお知らせとして、マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）の解説と

その実施意義について説明がありました。マイナンバー制度は行政を効率化し、国民の利便

性を高め、公平・公正な社会を実現する社会基盤であるとのことです＜以下のスライド参照

＞。 



 

平成 27 年 10 月以降、国民の一人一人にマイナンバー（個人番号）が通知されます。マイ

ナンバーは社会保障、税、災害対策等の行政手続きに必要となりますし、一生使用するもの

ですので大切にするようにとの説明がありました＜以下のスライド参照＞。 
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